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敦賀発電所１号機の原子炉手動停止について 

（原子炉再循環ポンプメカニカルシールの機能低下の原因と対策） 

 

１．発生状況 

 当社、敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉：定格電気出力３５万７千キロワット）

は、原子炉再循環ポンプ軸封部※１（メカニカルシール）の機能低下が認められたこと

から、５月１５日に原子炉を停止し軸封部の取り替えを行い、６月１日から発電を再

開し、定格熱出力一定運転中でしたが、６月２１日頃より原子炉再循環ポンプＣ号機

の軸封部で機能低下が再び認められたことから、７月１５日、今後の運転に万全を期

すため、計画的に停止することとし、７月１６日１０時から出力降下を開始、１４時

に発電を停止、１９時に原子炉を手動停止し、当該軸封部の点検・取り替えを行うこ

ととしました。 

  今回の状況は、Ｃ号機の第２段シール部から機器ドレンサンプに回収されるシール

リークの流量が増減を繰り返しながら徐々に上昇する一方、第２段シール室の圧力が

徐々に低下する傾向が認められ、７月１３日より、シールリーク流量の上昇傾向が大

きくなり、第２段シール室の圧力低下傾向も顕著となってきたことから、第２段シー

ル部の機能低下と推定しました。 

 なお、この事象による環境への放射能の影響はありません。 

 

※１：回転するポンプの主軸に沿って冷却水がモーター側に漏れ出ないよう、専用のシール水を軸

封部に注入している。ポンプ軸につながる回転リングと固定リング（ケーシング側）との間

での接触部で漏れを抑制する構造となっており、第１段シール部と第２段シール部を有する。 

（平成２０年７月１５日発表済） 

 

２．原因と対策 

（１）調査結果 

 １）Ｃ号機の軸封部の調査 

・第２段軸封部を点検した結果、固定リングの回転リングとのシール面に２箇所の

傷を確認しました。 

・これらの傷は、固定リングシール面の外周に設けられているＵ溝部を起点として

内側に伸びており、１箇所は内周側まで達していました。 

・なお、今回見られたシールリーク流量の増減を引き起こす可能性があると推定さ

れた固定リング押さえバネ力などには異常は認められませんでした。 

・第１段軸封部については、異常は認められませんでした。 

２）Ｃ号機のシールリーク排出系統の調査 

  ・シールリーク流量が増減を繰り返した原因調査として、シールリーク排出系統の

点検を行ったところ、シールリークの量を計測している板状の接点スイッチ※２が

動作（接触）した際の電気抵抗値が正常値より大きな値を示しており、これによ

りスイッチが動作したときに流れる電流値が小さくなり、流量が正しく計測でき

 



ない状態であったと推測されました。 

 

※２：原子炉再循環ポンプからのシールリーク水は、転倒式の枡に一旦溜められ、一杯になると、

自重で転倒枡が傾き、溜まった水が排出される。この際、枡の底部に取り付けられた磁石が

板状の接点（リード）スイッチを通過し、リードスイッチを作動させることにより、シール

リーク量が測定される。 

  

（２）原因 

・原子炉再循環ポンプＣ号機の軸封部は、本年５月に機能低下した際、新しい軸封

部に取り替えているが、その後の運転期間において、ポンプ軸と軸封部下端部の隙

間がポンプ運転中の軸の微妙な振れまわりにより変動し、原子炉冷却材中に含まれ

る微細な異物（クラッド）が軸封部側に流れ込み、第２段シール部のＵ溝部を僅か

に傷つけシール機能が低下したものと推定されました。 

・シールリーク流量が増減を繰り返した原因は、シールリーク流量計の板状接点ス

イッチの接触抵抗が大きかったものと判明しました。 

 

（３）対策 

・原子炉再循環ポンプＣ号機の軸封部について、第１段および第２段のメカニカル

シール部（固定リングと回転リング）を新品に取替ます。 

・原子炉再循環ポンプＣ号機のシールリーク流量計の板状接点スイッチを新品に取

替えます。また、ポンプＡおよびＢ号機の流量計については、点検を行い異常の

無いことを確認します。 

・なお、ポンプＢ号機軸封部については、昨年の定期検査以降連続して使用してい

ることから、念のため分解点検を行い異常のないことを確認しましたが、今後、

新しい軸封部に取り替えます。 

 

これらの対策を行った後、７月２９日頃に原子炉を起動し、運転を再開する予定で

す。 

 

＜添付資料＞ 

 原子炉再循環ポンプ軸封部 状況説明図 

  

以 上 

 

 

      

 
 



 

原子炉再循環ポンプ軸封部 状況説明図 
添付図

固定リングシール面点検結果 

出口側 

原子炉再循環ポンプ断面図 

主軸 

入口側 

系統概略図 

格納容器機器 
ドレンサンプ 

コントロールリーク及び 
シールリーク排出ライン 

原子炉再循環

ポンプＣ号機 

蒸気タービンへ 

給水 

Ｃ系統 
他にＡ・Ｂの

２系統あり

原子炉格納容器 

回転リング（タングステンカーバイド） 

約 20mm 

固定リング（カーボン） 

約 180mm 

約 140mm 

約 140mm 

約 180mm 

約 30mm 

シール面の状況（概念図） 

原子炉再循環ポンプシールリーク流量計 

軸封部概念図 

  ポンプケーシング内へ 

 

（ポンプ側） 

 コントロールリーク 

 第２段シール室

 シールリーク 

［通常 12 ㍑/h 以下］

シール水注入 

第１段シール室

 

（モーター側） 

主 軸 

Ｃ号機 

固定リング 

回転リング

第２段シール 

7月 15日のシールリーク流量

約 20.8 ㍑/h （流量検出器不

具合のため、第２段圧力より

換算すると約 50 ㍑/h） 

第１段シール 

：炉水混入 
経路（推定） 

第２段シール部のカーボン製固定リング

のＵ溝先端部から内周側に延びて貫通し

た浸食跡を確認しました。 

磁石が近づくとリード

（磁性材料の細い板）が

磁化され接点が閉じる

構造。 

リードスイッチの動作原理

リードスイッチ

格納容器機器ドレンサンプへ

流量検出 
回路ヘ 

② 
①

転倒枡

磁石 

シールリーク水 

接触不良 

③

①転倒枡に水が溜まる。

②自重で枡が下にさが 

り、水が排出される。

③枡の下にあるリード 

スイッチが動作して流 

量を検出する。 

サンプへ

流量計 

０° 

 約 18mm 

浸食跡 

（長さ約０．５ｍｍ）
 約 11mm 
（シール面） 

内周側に貫通した 
浸食跡（幅約２ｍｍ 
深さ約０．２５ｍｍ） 

 Ｕ溝 
（全数１６箇所）

接点「閉」時 

接点部 

不活性ガス 

リード 

Ｓ 

Ｎ Ｓ 
Ｎ

磁石 

接点「開」時

Ｓ Ｎ 
Ｓ Ｎ

Ｕ溝：潤滑膜を形成することでシール面の保護と冷却能力を

向上させるためのもの。 

【寸法】 

  幅 ：約３ｍｍ  深さ：約１ｍｍ  長さ：約７ｍｍ 

Ｕ溝


